
6.講座の詳細 (シ ラバス)

大学名
(日 本語) 尚綱学院大学

(English) Shokei Gakuin University

講座名
(日 本語) グローバル化と異文化社会の理解

(Engiish) Giobalization and Understanding of Cross― cultural Society

実施期間 2025年 4月  日～ 2025年 8月  日 曜日・時間 金 曜日 16:10～ 17:40

対象学部

及び学科名

(日本語) 人文社会学類、心理学類、子ども学類、学校教育学類、健康栄蕎学類

(English)

受講登録学生数 130名 受講学年 全学年 認定単位数 2 受講言語 日

日付 講義テーマ
講師名

(姓) (名 )
講師所属機関名

第1回 (日本語) グローバル社会における多文化協働 ―多様性から創造性ヘー 黄 梅英 尚網学院大学

4月 /11日 (English) Mukicunural cO‖ abo「atton in a Globa Society:From Diversity to Creattvity Huang Meiying ShokO Cakum unwerttv

第2回 (日本語) グローバル人材とグロエバル市民:そ の狭間 吉田 文 早稲田大学

4月′18日 (English) GIobal Human Resources and GIobal Citizen: in between Yoshida Aya Waseda University

第3回 (日本語) 新しい共同体の必要性と意義 要l` 俊坤 ユーラシア財団

4月 /25日 (English) Towardsa New Communtty― lts NecessКy&Meaning‐ 」eong 」ungon Eurasia Foundation

第4回 (日本語) ヨーロッパにおける地域統合と教育分野の諸国間協力 吉川 裕美子 大学 ,文革支援・ 学位授筍機構

5月′9日 (Engtish) RegiOnaI Inte9ratton and inte「 State Coope「atton n the Fie d of tducauon in Europe Yoshigawa Yumiko

第5回 (日本語) 労働市場への移行における日欧比較 吉本 圭一 滋慶医療科学大学

5月 /16日 (Eng“ sh) Compattson ofthe T「 ansiHon trom Educahon to the Labou「 Market bemeen」 apan and Eu「 ope Yshimoto Keiichi

第6回 (日 本語) 国家と宗教―ユダヤ教・キリスト教・イスラム教一 上村 静 尚綱学院大学

5月 /23日 (English) State and Religion:」udaism,Christianity,and lsiam Uemura Shizuka Shokei Caku n University

第7回 (日本語) 多国問首脳タト交の制度化 方 浩 山梨学院大学

5月 /30日 (English) Modern MulttlateraI Summit Dip10macy Fang Hao Yamanashi Cakuin Un versity

第8回 (日本語) 大学教育とジェンダー 河野 銀子 九州大学

6月 /6日 (Engtish) University Educadon and Gender Kawano Ginnko KYUSHU UNIVERSITY

第9回 (日 本語) 井上ひさしの文学における「共同体Jについて 張 立波 山梨学院大学

6月 /13日 (Engiish) Study of‖communityW in Hisashiinoueis lnerature Zhang Libo Yamanasm Gakun U前 versity

第10回 (日 本語) 日本人が感じる韓国文化の魅力と違和感
旦 正培 尚綱学院大学

6月 /20日 (Engbh) The charm and discomfort of Korean cuiture Feit by」 apanese people Oh 」eongbae Shokei Cakuin University

第11回 (日本語) 中国大学生の学習行動のメカニズム 絶 威 反門大学

6月 /27日 (Englる h) The Mechanism of Learning Bchavior of Chinese University Students Bao Wei Xiamen University

第12回 (日本語) グローカルとWAと いう考え方―異文化理解と共生のために一 山脇 萱司 東蘇大学

7月′4日 (English) The Con∞ pt of GIocat and WA:Fo「 Cross― Cunural understand ng and Coexisten∞ Yamawaki Naoshi Tokyo of Universly

第 13回 (日本語) 大学教育の質的向上を目指す中国の試み 実 心浩 上海タト国語大学

7月 /11日 (English) Ch nals Attemptto lmprove the Quarla“ ve Aspects of un v。「sity Educatton Dou Xinhao

第14回 (日 本語) 少子高於化社会における韓国の大学の地域活性化政策 金 美蘭 韓国教育開発院

7月 /18日 (English) KIM Meeran

第15国 (日 本語) アジアの変動と大学生の将来 ―現実としての「国際化」 金子 元久 筑波大学

7月 /25日 (Engtish) 3hanges in As a and the Future of un versity Students:IntemaMonalizaMon as a Reanty Kaneko Motohisa University of Tsukuba

第16回 (日本語) 総括・ 学生による振返り 黄 梅英 尚綱学院大学

8月 /1日 (English) Summary′ Rettecuon by students Huang Meiying Shokei Gakuin university

第17回 (日 本語)

(English)

(25GA―JP2)


